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前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２４/３６　　 　　　６６．６７%　　　　３１/３６　　 　　８６．１１%

２７/３５　　 　　　７７．１４%　　　　　　　　  　　　　　３７名

委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

臨時理事役員会報告

国際奉仕委員会

今日の料理

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

三

(＊出席免除会員の欠席者　太田君、片野君）

幹事報告
幹事　宮澤正昭君

①次週例会は、松村ガバナー公式訪問となってます。多

数の会員参加をお願いします。又、例会日が変更（27日）

になって、三島西との合同例会です。宜しくお願いします。

②本日臨時の理事・役員会開催しますので宜しくお願い

します。

山口辰哉君：明後日のコンペ優勝できますように！！

米山晴敏君：白鵬が新記録！スマイルします。

小林　勝君：今年に入って3回目のＤＬに娘にねだられ行

って来ました。娘は可愛いですが正直つらいです。

スマイルボックス

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　皆様、こんにちは。　本日はせせらぎ三島ＲＣとの合同例

会になります。２クラブを代表して会長挨拶をさせていただ

きます。�    

　松村友吉ガバナーはじめ、藤島祥人・金丸好孝副幹事、

土屋龍太郎ガバナー補佐、ガバナー補佐事務局の竹村

淳一郎さま、ようこそおいで下さいました。一年間よろしくお

願いいたします。�    

　松村友吉ガバナーには三島西ＲＣの４５周年記念式典

に参加していただきましたので、他クラブよりは多少は顔な

じみな方でいらっしゃいます。のちほど、ご挨拶、ガバナー

方針等をよろしくお願い申しあげます。�    

　三島西ロータリークラブでは原則第３週の例会で会長挨

拶を副会長にお願いしています。次年度に向けての練習・・

といった事で１５年前から継続しています。私も一年間、１２

回の会長挨拶を練習してきましたが今だに上手く話せま

せん。会長挨拶も今日を含めて残り３２回・・　まだ始まった

ばかりですね。（笑）�    

　本年度の我がクラブテーマは　

　「Memory of the rotary」　ロータリーの思い出　�    

と、させていただきました。　のちほど説明があるかと思い

ますが、分区再編が決定して色々な変化が有ると思いま

すが、兄弟クラブのせせらぎ三島ＲＣとは仲良く強力しあっ

ていきたいと思っています。　よろしくお願いいたします。�    

　９月からのＥＮＤ Ｐ０ＲＩ０への支援活動では３クラブ合同

事業として活動していく予定です。ロータリー活動での良

い思い出になればと願っています。�    

　これからも皆様のご協力をよろしくお願いいたします。�    

     

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事報告

ゴルフ同好会

松村友吉ガバナー（焼津ＲＣ）

藤島祥人地区副幹事（焼津ＲＣ）

金丸好孝地区副幹事（焼津ＲＣ）

土屋龍太郎ガバナー補佐（伊豆中央ＲＣ）

竹村淳一郎ガバナー補佐事務局（　〃　）

会員誕生日

入会記念日

幹事　宮澤正昭君

①本日は、土屋ガバナー補佐訪問です。よろしくお願い

いたします。

７月２９日　　田中錦城君入会記念日

会員誕生日



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

委員会報告
親睦委員会 遠藤修弘君

ビジター 窪田　明君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

夏の家族例会　"はとバス" 希望コース確認のお願い

先般、夏の家族例会（８月２６日）「ブームに乗っかれ！東

京スカイツリー夏の思い出」にご多忙のなか参加申し込

みをいただきありがとうございました。ご案内のとおり内容

は"貸し切りバスで東京＆はとバス利用のスカイツリー見

学他ツアー"となっております。今回、この"はとバス"は２コ

ース用意しており、ご希望コースを選択の上、ご参加して

いただきたいと思います。つきましては、希望コースを配

布いたしました確認用紙に記入の上、会費を添えて７月

20日までに提出してくださいますようお願い申し上げます。

なお、予約数の都合上、希望に添えないこともありますが

その際にはご理解、ご協力の程よろしくお願い致します。

《当日スケジュール》

７：１０ 三島駅集合　⇒⇒　９：５０ 東京駅着　⇒⇒　１０：１０ 

はとバス主催　東京スカイツリーと有名ホテルバイキング

　⇒⇒　１８：３０ 東京駅発車　⇒⇒　２０：３０ 三島駅到着

解散

平成２５年�７月５日�金曜日�  19時30分�より

ブケ東海三島     

           

出席者�  杉山　隆　米山晴敏　小林　勝　山本良一　

　　　　　　加藤正幸　山田定男　矢岸貞夫　土屋　巧

　　　　　　太田政人　山口雅弘　石井和郎　宮澤正昭

欠席者� 山本　章�        

オブザーバー� なし�        

司会者� 加藤正幸   �  

           

①①２５周年について�    

　　第４週の大房君の卓話でクラブフォーラムを実施する。

�    

　　研修リーダーに澤田君を推薦するか今後検討�    

②欠席者メイクアップの件�    

　　欠席者にメイクアップ情報を出す。�    

③会員増強の件�    

　　第３例会に会員増強のためゲストに例会、出席を要

請する。�    

④奉仕委員会の件�    

　　３年後の自分への手紙の封筒への入れ込み作業を

例会中に行なう。�    

⑤親睦委員会�    

　　家族会の内容について検討する。�    

⑥ＳＡＡ委員会�    

　　例会中の禁煙について今後ＳＡＡで検討する。�    

     

第１回理事役員会報告

幹事　石井司人君幹事挨拶

　社会奉仕団体に加入して32年が経ちます。今年度、幹

事の大役を務めさせていただきます。

　なにせ、事業系の仕事が多く、総務系の仕事の経験が

なく、太田会長にはご迷惑をかけることもあろうかと思いま

すが、一年間無事に走り抜けられれば良いかなと考えてお

ります。

　「ロータリーの楽しさは例会の楽しさ」と、ガバナーが力強

く申されておりました。私としても楽しい例会になるように「

会長」とともに演出させていただきたいと、メンバー皆様の

協力のもと、よろしくお願い申し上げます。

ガバナー挨拶

ＲＩ第2620地区ガバナー　松村友吉君

１．�ロータリーの経験

（１）私のロータリー歴

私は焼津ロータリークラブに所属する、松村友吉と申します。

ロータリー歴は、１９９８年入会で今１９年目に当たります。父

がチャーターメンバーでしたが、体を壊しロータリーを退

会すると言うことで、父と交代で４４才の時入会しました。

入会式のことは今でも覚えていまして、緊張しながら入会

のご挨拶をして席に戻ると、大先輩が寄ってきて「おまえ

の親父さんの面倒を我々は見たのだから今度はおまえが

我々の面倒を見る番だ」と言われ、まずいところに入会し

てしまった、と大いに後悔しました。実際は優しい先輩た

ちで、心配することは無かったのですが、あまり熱意も無く、

出席率も良くない不良会員として数年過ごしました。ただ、

委員長の役が回ってきて、プログラム委員長、職業奉仕

委員長、会員増強委員長等を歴任し、だんだんクラブに

も慣れてきて、数年前に会長を引き受けました。ただ、地

区に出向した経験もなく、ガバナー補佐にもなったことも

無い私が、先輩からガバナーの話を頂いたときは、本当

にいいのかな、なれるのかな、と考えました。だだ、ＪＣの

時からの癖で、請われたら直ぐに、はい喜んで、とお引き

受けするのがいいことだと思い込んでいて、勢いで受けて

しまいました。

２年前にガバナーノミニーデジグネートになり、不安を抱え

ながら、２年間地区やＲＩのことを学んできました。それは

密度の濃いいい準備期間をいただいたと思っております。

（２）ロータリーの組織で気づいたこと

この二年間、ノミニーとエレクトとしていろいろな会議に出

席し、ロータリーのことを学んでいるうちに、２つのことに気

づきました。すでにそんなことは百も承知だよ、いう方もい

らっしゃるかと思いますが、私には大変新鮮な発見でした

ので、述べてみたいと思います。

１つは、ロータリーには、日本の組織がなく、我々地区とク

ラブは直接ＲＩと繋がっているということです。私はＪＣにも

所属していて、地区会長とかさせていただいたのですが、

ＪＣでは、１番中心にあって力のある組織が日本ＪＣで、そ

こには会頭ほか多くの役員や事務局員が居てしかも霞ヶ

関の近くに立派な会館も持っていて、全国のＪＣ組織を統

轄運営しています。地区も東海地区や四国地区というよう

に地域の名称が付き、日本ＪＣの統括を受けながらも独

立した地域独特の運営をしています。ロータリーには日本

ロータリーという組織はなく、ＲＩ日本事務局がオフィスを

構えて活動していますが、あくまでＲＩの組織で、独立した

日本の組織ではありません。地区はすべてナンバリングで

呼ばれ、静岡山梨地区は２６２０地区と、ある意味、味も素

っ気も無い呼称になっています。私たち地区はＲＩと直接

つながり、ガバナーはＲＩの役員になっています。各クラブ

は、ＲＩに対して、直接もの申せますし、投票資格も持って

います。この組織構造の違いは大変大きく、我々ロータリ

アンは、よくよくこの組織のあり方を認識している必要があ

ります。2つめは、ロータリーの役職が単年度制であるなか

で、毎年うまく引き継ぎあるいは更なる発展や飛躍をする

ための仕掛けが、大変絶妙に組み込まれていることです。

委員長　山本良一君クラブ奉仕委員会

　ＳＡＡはじめ７つの委員会の優秀な委員長、委員が今年

度の当クラブ運営に活躍していただき、太田会長の目標

であります「青少年育成事業」をさらに追求し、充実した活

動のい年になるよう、また、ＲＩ会長テーマ「奉仕を通じて

平和を」、地区方針「クラブは自ら活性し、お互いのつなが

りを実感しながらロータリーを進展させよう」をよく理解し、

委員会活動を進めて行きます。

　広報委員会の役割は、クラブの活動や奉仕活動を一

般の方々に知っていただくことです。その手段として、新

聞やテレビといったマス媒体を利用したいと思います。結

果として会員増強につながればよいと思います。

　週報、ＨＰについては予算内で充実を図っていきたいと

思います。

委員長　米山晴敏君広報委員会

「　奉仕・親睦　自分たちにできること　」

幹事挨拶
幹事　宮澤正昭君

　山口会長の下、各委員長や会員の皆様に、ご協力を

いただきながら、例会及び行事を執り行う様、努めたい

と思っていますのでよろしくお願いします。

委員長　石井和郎君プログラム委員会

　今年度はIM開催にあたり、プログラム変更の可能性が

生じて来ます。各種報告、卓話等、日時の変更がありま

したら早めにご連絡ください。

　皆様方のご協力をお願いいたします。

例えば、ガバナーの引き継ぎの仕掛けで言えば、2年前か

らノミニー・１年前からエレクトとして多くの会議に出席する

仕掛けがあり、また直前前任者のガバナー・エレクトと常に

顔を合わせ情報交換する機会が大変多く設定されています。

ＧＥＴＳや国際協議会はもちろんのこと、研究協議会やゾ

ーン毎の多くのセミナーで現在もっとも必要とされるロータリ

ーの課題を学び、自分のガバナー就任にむけての事前準

備が否応なくできるように仕組まれています。また、クラブ

においても、会長エレクトは会長の補佐役として常にそば

に控え、1年間会長としての役割や振る舞い方を身近に見

て学び、会長就任時にはある程度の知識と覚悟を持ち合

わせるように仕組まれています。このあたりの仕掛けの絶妙

さは、やはり発祥の地アメリカの戦略的思考方法がベース

にあって100年かけて設計されたものであるように思います。

もし我々日本の中小企業が1年発起して世界に打って出

てグローバル企業を１から立ち上げようとするなら、このロー

タリーの組織運営に組み込まれた絶妙な仕組みを真似る

といいと思いました。とにかくうまく出来た組織であると思います。

２．�イアン・ライズリー会長のテーマ

（１）「変化をもたらす」の意味と背景

本年度のＲＩ会長イアン・ライズリー氏については、いろい

ろな機関誌でご覧になっているかと思いますが、再度申し

上げると、オーストラリアのメルボルンの郊外にあるサンドリ

ンガムＲＣのメンバーで、公認会計士として成功している

方です。奥さんともに体が大きくまた大変陽気な方です。こ

の方のテーマが、「ロータリー：変化をもたらす」というもので、

これについて改めてご説明いたします。変化をもたらす主

体はロータリーです。そして、変化をもたらす対象は、２つ

あります。１つは外に向けて。112年の歴史を持つロータリー

はこの間様々な活動を世界中で行ってきて、世界をよりよ

くするために変化をもたらしてきました。これからも同じよう

に外に向けて我々は活動を展開していくわけですが、特に

サンディエゴで言われたのが、行動の大切さです。Ｒｏｔａｒ

ｙ　Ｉｎ　Ａｃｔｉｏｎ　という標語をたくさんいただきました。とに

かく行動して結果を出していこう、ということです。中でも、

END　POLIO　については、ロータリーとしても大変な成功

事例だとしていて、まもなく撲滅が実現し、次の大きな事業

に取りかかるタイミングであるが、次の事業もEND　POLIO

のように、世界的な規模で、他の世界的な機関と協力し合

いながらロータリーの良さや強みを発揮する事業を見つけ

ていきたいと言っていました。とにかく、外に向けてよりよい

変化をもたらしていきましょう、ということです。次に、内に向

けての変化です。近年の規定審議会での議論を踏まえて、

ロータリークラブの運営方法に柔軟性を持たせ、運営をや

りやすくしていこうという動きがあります。これについては、イ

アン・ライズリー会長から、世界の環境変化への対応が必

要である、というお話がありました。世界の環境変化は３つ

ありまして、１．IT化　２．グローバル化　３．少子高齢化　で

す。１．IT化は、我々は今や否応なくこの流れに飲み込ま

れている訳ですが、まずはRIの用意したロータリークラブ・

セントラルという情報ツールをクラブで存分に使いこなすこ

と、更に個人個人でマイロータリーのパスワードを登録して、

ロータリー情報を自らやりとりすること、が求められています。

この流れは後戻りしませんから、なんとか食らいついて変化

に対応していく必要があります。２つめのグローバル化は経
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今日の料理

済の世界で常に言われることですが、ロータリーが２００カ

国に広がり、１２３万人の国や言語や生活習慣の違う人々

が今やロータリアンとして世界で活動する時代ですから、

組織の運営方法についてもこの面からも柔軟性が求めら

れています。昨年の規定審議会で世界の国々の特に発展

途上国から、強い要請があったようです。つまり、毎週毎週

決まった時間に全員が顔を揃え会合を持つことが、発展

途上の国のロータリークラブでは難しいので、もっと柔軟な

規定にして、運営方法に幅を持たしてほしい、という要求

が通りました。因みに来年のRI会長はアフリカのウガンダ

の人ですが、先進国ロータリーの意向が１００％まかり通る

時代では無くなってきた、ということです。

３つめは、先進国における少子高齢化です。これまで長い

間ロータリー活動を牽引してきた先進国では、程度の差は

ありますが、少子高齢化が進んでいます。なかなか会員の

数が増えない、増えないどころか減っていく傾向にあります。

RIは必死で会員維持増強を訴える背景に、この少子高齢

化があります。会員の減少は、直接組織の活力低下にな

っていきます。

RIはここ１５年間会員の増強のために試験的にいろいろな

試みをしてきました。その結果、組織運営に柔軟性を持た

せ、会費の減額や例会の頻度を減らす等が一定の効果を

示した、ということで、RI理事会としても、クラブ運営に柔軟

性をもたせることを後押しした、ということです。

イアン・ライズリー会長のいう内に向けた変化は、これら時

代の変化にうまく対応するために、組織づくりや運営方法に

変化をもたらすことも必要だ、という示唆であると思っています。

（２）私の考え方

私自身、サンディエゴでイアン・ライズリー会長のテーマを

初めて耳にした時は、実はあまり大きな違和感は感じませ

んでした。なぜなら、私自身中小企業の経営者として１番

心がけていることが、時代の変化に対応する、ことであり、

そのために常に自分の会社にすこしづつ変化をもたらし、

商品やサービスそして組織そのものが陳腐化しないように

しているからです。経営者の役割はそこにあって、日々の

ルーティーンをこなすことは、経営者の第一の務めでは無

いと思っています。よくゴルフを経営者仲間ですると、プレ

イ中常に携帯からいろいろな指示を出している経営者が

いますが、その人が後輩なら、ちょっとそのやり方は違うん

じゃないの、と言ってしまいます。日々のルーティーンをこ

なすことも大事ですが、大きい流れを捉えて会社運営に変

化をもたらすのが経営者の役割であると思います。

そういう意味では、今年のイアン・ライズリー会長のテーマは、

全く違和感はありませんでした。

ただ、これまでロータリーを一生懸命やられてきた先輩のロ

ータリアンから、こんなに規律を緩めていいのか？あるいは、

ロータリーの本来の精神も揺らいできているのではないか？

との懸念が多々示されています。これから会員の増強に力

を入れ、若者・女性・あるいはサラリーマンの方々を数多く

勧誘していけば、会員の質の低下とか、心配される向きも

ありよく理解できるのですが、本当に数を絞り、会員数が減

少してもロータリーのこれまでの質のみに拘っていくのがい

いのか、まだここ当分何年かは議論が続くのではないかと

思います。私の考え方を聞かれれば、企業経営と同じで、

環境に合わせて組織を変化させていき、それがむしろ組

織強化に繋がる、というのが私の考えです。やはり、一定の

会員数は必要です。私のクラブでは、５１年目私が会長の時、

初めて女性会員を入れ現在３名、若者も多く入って平均

年齢は４才下がりましたし、サラリーマン会員も専門知識を

生かし、大いに活躍してくれています。年配の会員もいま

一生懸命地区運営を支えてくれています。あまり恐れず広

く人材を求め、入会のタイミングでうまく指導をしていくこと

が大切なのではないかと思います。

また、申し上げたいのが、組織運営の方法に変化をもたら

しても、ロータリーの精神の根幹は、変えてはならない、と

いうことです。イアン・ライズリー会長もこのことは明確に言

われていました。ロータリーの目的、５つの中核的価値、４

つのテストは全く変わっていません。変えていくものと、変え

てはいけないものをしっかり見極め、未来に向けてロータリ

ーをしっかり牽引していってほしいと思います。

３．�未来のロータリーを考える

２０１８年はポール・ハリス生誕１５０年、そして米山梅吉生誕

１５０年、さらに２０２０年は日本のロータリー１００周年というこ

とで、１００周年記念委員会も出来、これから記念誌が発行

され、将来に向けたビジョンが発表されるのだと思います。

また、先ほど申し上げた運営方法の変化も打ち出された

時期ですから、いま未来に向けてロータリーについていろ

いろな議論がなされるべき時期ではないかと考えています。

これは入会したばかりの人を含めて、老いも若きも、ベテラ

ンも素人も含めて議論していいのではないかと思っています。

確かに、これこそロータリーだという神髄はあるでしょうし、そ

こに信念を持っている方々もいらっしゃるでしょうし、この機

会に互いの切磋琢磨も含めて考えを交換し合うことは、大

変有意義だと思います。ロータリーの学びの手法に、アイ

デア交換、いうのがあります。サンディエゴの国際協議会

の半分の時間は、このアイデア交換に費やされました。

そんな気軽な明るい気持ちで、互いのロータリアンが考え

をぶつけ合うのもいいかもしれません。

果たして１００年後のロータリーはどうなっているのでしょうか？

サンディエゴの国際協議会の本会議の最後に、シカゴのE

クラブの会員で２０代のシリコンバレイ経営者が、蕩々と未

来のロータリーについて、危機感を交えて語りました。この

若者に未来のロータリーを長々と語らせたもの、RIの意思

だと思います。われわれも１ロータリアンとして、未来のある

べきロータリーの姿について語り合ってもいいのではないか

と思います。これからの若者が入会したいと思うロータリー、

この会に入って一緒に活動してみたいと思うロータリーにし

ていかなくてはなりません。そのためには、まずは我々自身

が変わっていくべきなのか、あるいは、日本のロータリアン

として、もっともっとRIに対して言うべきことを言っていくべき

なのか、そして世界全体のロータリアンとしてどんな行動を

とっていくべきなのか、話はどんどん大きくなりますが、１００

年単位の視野で考えることですから、萎縮することなく本音

でいろいろ議論出来たら、と思います。是非、みなさんもこ

の機会を捉え、未来のロータリーについて考えていってほ

しいと思います。


